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はじめに 

 

問題意識 

 

経済の発展に従って、情報化やグローバル化の急速な進展が、社会の変化を呼び起こしてい

る。経済活動は地球規模で伸びている。国連の提唱した企業に関する国際的なイニシアチブで

あるグローバルコンパクトに参加する企業の数が増加している。今日においては、経済活動を

行っている主な主体は企業である。企業は社会活動の主体にして日に日に重要な効果を発揮し、

社会の中で活躍している。企業を構成しているのは人である。また企業の製品を買い、サービ

スを受ける消費者も人だということを考えれば、企業の社会的責任(Corporate Social 

Responsibility: CSR)が注目されている。CSR に関する記事が新聞をにぎわせ、企業経営者の

話の中にも CSR が頻繁に登場するようになっている。企業は利潤追求を目的とするものである

ため、企業の事業活動におけるさまざまなマイナスの側面が指摘されており、地球温暖化対策

や食品の安全性など、ビジネスのさまざまな場面で、たとえば、環境基準の低い国において操

業活動を行い、有害廃棄物などを放置していたとして、公害輸出の問題が指摘されている。公

害輸出の事例は裁判にもなった [芦田他 2008:160] 。また、最近中国では、食品の安全性に関

する例として、ブタにはクレンブテロールが入っており、牛肉も羊肉も有害添加物入り、結局

企業に関する商品の不買運動が行われたり、企業イメージの低下という損害を被ったりするこ

ともある。これは、長期的にみれば、企業の利益が減少することにもつながる。ビジネスとい

う観点から、企業が社会的責任を果たす必要が生じているのである。 

  CSR の源流ともいえるヨーロッパと、メセナ活動やフィランソロピーの発達しているアメリ

カを中心に、CSR の現状をみたうえで、一部アジア・太平洋地域の状況も入れて、特に日本と

中国について詳しく考察していきたい。CSR とは企業が社会問題と環境問題を、従来の財務問

題を同じように、企業の責務として利害関係者とのやり取りのなかに自主的にと見込むこと、

とされる [岡本 2004:80] 。このようにヨーロッパの CSR の背景には、失業問題やグローバ

ル企業の社会問題に端を発している。ヨーロッパの最大の社会問題とは、国によっては 30%と

も 40%ともいわれる高率に悩む若者の失業問題である [岡本 2004:82] 。 

一方でアジア地域の最先進国である日本は、やはり他の先進国諸国と同様に、高度経済成長

と工業化による公害問題、労働・雇用問題を経験している。そのため、CSR についてはすでに

欧米と同水準の取り組みがなされている。大企業による環境報告書・CSR 報告書の作成も、ほ

ぼ浸透しているといってよい。特に、日本は高度経済成長期の 1960 年代、70 年代に悲惨な環

境汚染を体験した結果、公害や環境への対応が世界的に見てもっとも進んでいる国となったと

いえる。アジア地域全体としては、日本をフロントランナーとした資本主義経済の発展階段に

あり、工業化・経済活性化のなかで、公害防止面などの環境問題に重点が置かれる傾向にある。

今後、世界のなかで、アジアを代表する先進国として、日本は CSR の進化の方向性を真剣な態

度で考えていかなければならない[岡本 2004:81]。 

中国は、急速に経済成長をしつつある。中国企業は経済のグローバル化の試練を受けてきて
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おり、国営企業の力は日増しに強大になっている。中国企業は民間組織として価値ある製品・

システムを社会に提供するとともに、地域貢献や環境保全等“CSR”が求める活動の多くの分

野において積極的に企業責任を果たし、地域との共存に重きを置いてくるべきである。そのた

め、企業で社会責任を引き受けることはすでに妨げてはいけない国際的趨勢になってきた。し

かし、ここ数年来、中国の企業には企業社会責任事件が絶えず生じている。CSR は中国におい

て発展の初期段階にあるため、中国のCSRはまだいろいろな不足がある。中国の現状と関連し、

欧米諸国の CSR は最先端だが、直接まねをすることは中国の場合は不相応と考える。やはり、

中国の CSR のモデルとしては、アジア地域の最先進国である日本の方が、適切である。 

そこで、筆者は中国の企業社会責任の現状に基づき、問題が発生する原因を分析したいと思

う。また、日本企業は CSR をどのように実施しているか、それも研究内容の一つである。それ

に、中国国営企業はどのような CSR を実施し、社会活動の主体に効果を発揮しているのだろう

か。また、どのような課題を抱えているのだろうか。これらが、次に研究すべき課題である。

そのうえで、日本の大手企業の CSR の発展の現状から、何を参考にし、中国企業の CSR の長所

を伸ばし、短所を改めることを考えたい。新興国では、経済発展にともなって環境問題や社会

問題の悪化が注目されている。日本企業が過去の経験から得た教訓を活かして見本となること

は、現地からの信頼が得られるうえ、尊敬を集めることにつながるであろう。さらに、企業の

社会的責任のレベルを引き上げる方法についても探求したいと思う。これは企業の社会的責任

の問題だけではなく、同時にグローバル化した世界において中国企業が発展するための要求で

もある。 
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